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年収の壁・支援強化パッケージ（社会保険適用促進手当と助成金） 

先月号に引き続き、今月号も 10 月 20 日より
実施されている年収の壁・支援強化パッケージを
取り上げ、106 万円の壁対策である「社会保険適
用促進手当の標準報酬算定除外」と、「キャリア
アップ助成金・社会保険適用時処遇改善コース」
について紹介します。 

 
１． 社会保険適用促進手当の標準報酬算定除外 
（１）概要 
社会保険の適用時に、パート労働者の保険料負

担を軽減する目的で事業主が支給した手当を、社
会保険料の算定対象としないという仕組みです。 
具体的には、標準報酬月額 10.4 万円以下の労

働者への支給について、本人負担分の社会保険料
（健保、介護、厚年）を上限に、保険料算定の基
礎となる標準報酬月額及び標準賞与額から除外
できます。均衡の面から、既に加入している標準
報酬月額 10.4 万円以下の方への支給も算定除外
とされます。支給自体は事業主の判断です。 
（２）上限額の運用 
加入する医療保険の料率、個々人の標準報酬月

額、介護保険料の有無により上限額が決まるため、
個人ごとの詳細な管理が必要です。（協会けんぽ・
介護込み 15.06％・標準報酬月額 10.4 万円の上限
額は 15 千円余り。）この上限額を超えた分につい
ては算定除外とされない（下図）ため、後から超
過が発覚すると、かなりの手間が発生します。 

（３）算定除外とできる期間、時期 
最大 2 年とされています。毎月支給する方法の

ほかに、社会保険料の数か月分をまとめて支払う
ことも可能です。いずれにしろ、労働者ごとに、

いつから開始してどの月の社会保険料に対応し
ているのかという管理が必要となります。 
ちなみにこの取扱いは令和 7 年度の年金制度

改正までの臨時かつ特例的な措置とされており、
その後に取扱いが変更される可能性があります。 
（４）支給の際に注意すること 
算定除外の期間を過ぎても支給を継続するの

かという検討が必要です。2 年間の時限的な支給
とするのかどうかに関わらず、賃金に関する事項
として就業規則（給与規程）に記載が必要であり、
10 人以上の事業所では届出も必要です。 
なお、税金や労基法の取扱いは従来通りとなり、

特に毎月支給する場合には割増賃金の単価に算
入することに注意が必要です。 

 
２． キャリアアップ助成金 

（社会保険適用時処遇改善コース） 
このコースは、令和 5 年 10 月以降新たに社会

保険に適用されて生じた労働者の保険料負担に
対し、収入を増加させた事業主を対象とします。
本来は事前に計画書が必要ですが、今回は令和 6
年 1 月末までの事後提出が認められています。 
助成額は事前に 1 人 50 万円と報道されました

が、最終的には 6 か月ごとに 10 万円（大企業は
7.5 万円）支給されるもので、1 年目・2 年目・3
年目とそれぞれ要件が設定されました。 
収入増加の方法により（１）手当等支給メニュ

ー、（２）労働時間延長メニュー、（３）併用メニ
ューがあります。（１）手当等支給メニューでは、
1 年目・2 年目は標準報酬月額及び標準賞与額の
15％以上を支払うことが求められます。3 年目に
は、社保適用後 6 か月間の基本給から 18%以上
増額させることが要件です。 
増額の手当が社会保険適用促進手当に該当す

れば算定除外とできますが、既に社保加入してい
た方への支給は助成金の対象になりません。手当
の支給時期についても助成金としての指定があ
ります。受給をご検討の際には、その他のメニュ
ー及び要件とを支給要領にてご確認ください。
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